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JETAAカナダ地域会議 2025に出席して

2025 年８月８日から 10 日にかけて、カナダのノバ
スコシア州ハリファックスで、JETAA（元 JET 参加者
の会）カナダ７支部の各代表が一堂に集う「JETAA カ
ナダ地域会議」が開催されました。カナダ各支部代表の
ほか、JETAA アメリカ、ジャマイカ、トリニダード・
トバゴの各国代表および JETAA インターナショナル代
表も加わり約 25 人が参加した会議では、JETAA の支
部活動について活発な意見交換が行われました。クレア
本部からは北野充参与が出席し、ニューヨーク事務所職
員と共にグループワークに加わりながら、JETAA の現
状を把握しました。

随所に見られたつながり
各支部からの活動報告を通して印象的だったことは、

どの支部でもつながりをとても大切にしている点です。
支部内での会員同士のつながりをはじめ、カナダのあら
ゆる支部で、支部間の連携を積極的に模索していること
を実感しました。広大な国土に７支部を有するカナダで
は、会員数が 100 人余りの支部から 1,000 人を超える
支部まであり、その規模や活動内容はさまざまですが、
支部内外でのつながりに重点を置いている点はどの支部
でも一致しています。会員の世代や居住地域を意識した
イベントや、複数支部の協働によるイベントなど、趣向

を凝らしたイベントを積極的に企画している様子が、活
動報告からうかがえました。各支部では、現地の日系コ
ミュニティーとの連携も積極的に図っています。例え
ば、言語学習を通した交流会や日本料理講座、日本関
連イベントへの出展などを、日系機関などと協力しな
がら行っている旨の事例報告がありました。本会議で
も、ハリファックスで生け花を実践、教授する Miyako 
Ballesteros 氏を講師に迎え、実際に生け花を体験する
ワークショップが開かれました。JETAA の支部活動が、
地域に日本文化を紹介する起点の１つとなっていること
を改めて認識しました。

クレアからの発表の時間においては、KenJETkai や
姉妹都市交流をはじめとする、日本の自治体とのつなが
りについて言及しました。支部の活動報告に、自治体と
連携した事例は今回はありませんでしたが、会議中に参
加者の JET 時代の赴任地の話が出ることも多く、それ
ぞれの JET 経験者が自らの赴任地に愛着を持っている
ことが分かりました。

デジタルツールの活用
本会議で特徴的だったことは、AI をはじめとするデ

ジタルツールやソーシャルメディアを、どのように支部
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初日の歓迎レセプションの様子

生け花ワークショップに熱心に取り組んでいる様子
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活動に生かしていくかについて、多くの議論が交わさ
れた点です。各支部が運用しているソーシャルメディ
ア は、Newsletter、Instagram、TikTok、Discord、
Teams、Facebook、X など多岐にわたっています。
ソーシャルメディアを駆使して、あらゆる世代に情報が
行き渡るような発信が必要と考えている点は、全支部に
共通していました。運用の課題としては、コンスタント
に記事を投稿し続ける必要がある点が挙げられました。
また、使用頻度の高いソーシャルメディアが世代間で
異なる点を、どう克服するかが課題である、との意見
も挙がりました。グラフィックデザインツール「Canva」
の活用や、AI によるバーチャルツアーの企画案などに
も話が及びました。

情報発信やイベント企画だけでなく、支部の管理運
営にもデジタルツールが大きな役割を果たしていま
す。JET 経験者有志によるボランティア組織である
JETAA 各支部が、特定の活動拠点を持つことは困難
で、役員の人員も限られています。そのため、オンライ
ンでの打ち合わせや事務プロセスの効率化が必要であ
る状況を認識しました。予算、人員、時間に制約があ
る中で、JETAA の活動を維持、発展させていくために、
デジタルツールの活用は欠かせないことを強く意識しま
した。

自治体との連携による可能性
会議に参加して、JETAA と日本の自治体との連携に

は、多くの可能性があることを実感しました。例えば、
JETAA 各支部は、地域の日本関連イベントにブースを
出展し、JET プログラムや日本を紹介しています。また、
日本料理教室など、日本の文化を紹介するさまざま
なイベントを企画運営しています。そのような機会に、
KenJETkai や姉妹都市などのネットワークを活用して、
日本の自治体の PR ができれば、JETAA と自治体の双
方の活性化につながることが考えられます。クレアとし
ても、今後 JETAA 各支部と日本の自治体との相互連携
が促進されることを期待しています。

おわりに
実際に現地へ赴くことで、オンラインや書類上でのや

り取りのみだった JETAA 各支部代表の方と対話できた
ことは大きな収穫でした。会議は終始和気あいあいとし
た雰囲気の中で進行し、JETAA カナダの風通しの良い
活動の一端を感じることができました。また、活動報告
や意見交換を通して、対面でもオンラインでも、あらゆ
るツールを積極的に活用し、支部活動の維持、充実に努
めている支部代表たち
の姿勢を垣間見ること
ができました。ニュー
ヨーク事務所は、日本
との交流の根を絶やさ
ぬよう、各地域で奮闘
している彼らの活動を
これからも支援してま
いります。
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グループに分かれて行われた意見交換
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各支部による活動報告の様子

支部が作成した JET ロゴ入りの
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